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 核融合炉を目指した高性能プラズマを実現

するためには、壁からのリサイクリングに影響

されない粒子バランスを担保可能とする真空

ポンプの整備が必要である。核融合科学研究所

では、大型ヘリカル装置（LHD）における実験

基盤装置として、閉構造ダイバータ用クライオ

ポンプの研究開発を進めてきた[1]。その中では、

排気性能を決定づける吸着剤（活性炭）の選定

が重要となる。これまでの研究で、活性炭の特

性として、吸着の場となるナノサイズのミクロ

細孔（< 2 nm）だけでなく、粒子を吸着の場に

運ぶメソ細孔（2 nm～50 nm）が吸着速度に大

きく関わることが分かった。 

そこで我々は活性炭材料として、未利用バイ

オマスである稲わらに着目した。稲わらには重

量比で約20％のシリカが含まれ、ナノレベルで

分散している。これを取り除くとメソ細孔が現

れ、優れた吸着速度を有する活性炭が得られる

ことが知られている。 

一般に稲わらに含まれるシリカの除去には、

強アルカリ溶剤が用いられる。しかしながら、

表面張力の影響で稲わら内部の炭素（グラフェ

ン層）で覆われたシリカには強アルカリ溶剤が

届かず、一部のシリカは残留する。そのため、

稲わら由来の活性炭はヤシ殻由来、石炭系とい

った一般的な活性炭と比べて、最大吸着量が少

なくなることが知られており、稲わら由来の活

性炭の卓越した吸着速度を長時間維持するこ

とが困難であった。 

本研究では、強アルカリ溶剤の代わりに直接

的にシリカを溶融・気化させる高温真空処理を

調査した。 

炭化した稲わらを高温処理した場合、およそ

1400-1500 ℃付近で遊離シリコンの融点となり、

シリカが炭素によって還元され炭化ケイ素と

炭酸ガスが発生することが分かった。図1に高

温真空処理後のSi化合物の質量％の変化を示す。

処理後にシリカの割合が減っていることがわ

かる。 

 
図１．焼鈍温度とSi化合物の質量％の関係 
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